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俳 

句

 

城
西 

榊
原
し
ず
か

軍
艦
の
よ
う
な
靴
あ
る
盆
の
客

 

城
西 

鈴
木
　
正
夫

田
ん
ぼ
絵
や
稲
も
立
派
な
ア
ー
チ
ス
ト

 

門
井
町 

塚
原
　
武
夫

炎
天
を
裂
き
て
防
災
無
線
飛
ぶ

 

旭
町 

大
川
　
恵
子

か
ぶ
と
虫
孫
と
一
緒
に
帰
省
中

 

谷
郷 

大
谷
　
峯
生

つ
か
の
間
の
汗
引
く
風
で
あ
り
に
け
り

 

藤
原
町 

斎
藤
雄
次
郎

い
っ
せ
い
に
闇
に
放
た
る
流
灯
会

 

持
田 

園
部
　
貞
雄

道
端
に
蚯
蚓
の
た
う
つ
炎
暑
か
な

 

矢
場 

高
田
み
つ
子

棚
経
の
僧
の
衣
擦
れ
微
か
な
り

 

棚
田
町 

春
田
　
枕
流

晩
景
に
胡
弓
咽
ぶ
や
風
の
盆

○ 
俳
句
応
募
方
法　
一
人
３
句
以
内
。
毎
月
５
日
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・
封
書
で
広
報
広
聴
課
。
な
お
、
一
部
添
削
し
て
掲
載
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
不
要
で
あ
れ
ば
「
添
削
不
要
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 

忍 

大
澤
　
由
子

夕
花
野
ま
さ
か
ま
さ
か
の
八
十
路
か
な

 

富
士
見
町 

鈴
木
ス
イ
子

千
人
の
ラ
ジ
オ
体
操
夏
惜
し
む

 

天
満 

青
柳
　
欣
吾

初
ス
マ
ホ
扇
風
機
を
背
に
四
苦
八
苦

 

南
河
原 

今
村
　
文
女

蜩
や
夕
餉
の
仕
度
急
か
す
か
に

 

中
里 

鯨
　
美
智
子

名
月
や
離
れ
し
子
等
の
無
事
祈
る

 

矢
場 

鈴
木
か
づ
の

惜
別
の
駅
の
ホ
ー
ム
に
秋
夕
焼

 

南
河
原 

中
原
　
定
子

積
み
置
き
の
古
典
に
挑
む
夜
長
か
な

 

須
加 

蛭
間
し
げ
子

サ
ン
グ
ラ
ス
か
け
て
八
十
路
の
顔
か
く
す

 

持
田 

岡
本
　
千
寿

立
ち
読
み
の
時
間
に
合
は
せ
秋
し
ぐ
れ

 

（
三
沢
　
一
水
　
選
）

私
の
作
品

▼
日
時
　
10
月
14
日
㈪
午
前
10
時
〜

午
後
1
時
30
分　
▼
場
所
　
商
工
セ

ン
タ
ー　
▼
内
容
　
健
康
チ
ェ
ッ
ク

（
血
圧
、
体
脂
肪
、
骨
密
度
、
体
力

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
）、
バ
ザ
ー
他　
▼

問
　
行
田
協
立
診
療
所
高
橋
☎

５
５
６
―
６
７
５
５

蔵
の
貯
金
箱
展

▼
期
間
　
10
月
31
日
㈭
ま
で　
▼
時

間
　
午
前
10
時
〜
午
後
6
時　
▼
場

所
　
カ
ネ
マ
ル
酒
店
シ
ョ
ー
ウ
イ

ン
ド
ー
（
行
田
18
―
21
）　
▼
内
容
　

蔵
の
貯
金
箱
や
忍
町
地
図
な
ど
の
展

示デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン
旅
の
記
念

ス
タ
ン
プ
展

▼
日
時
　
10
月
1
日
㈫
〜
31
日
㈭
午

前
9
時
〜
午
後
3
時
※
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く　
▼
場
所
　
武
蔵

野
銀
行
行
田
支
店
（
行
田
4
―
5
）　

▼
内
容
　
旧
国
鉄
の
厳
選
し
た
記
念

ス
タ
ン
プ
や
鉄
道
グ
ッ
ズ
の
展
示

い
ず
れ
も

▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０
―
１
５
３
５

―
４
４
６
０

行
田
協
立
診
療
所

健
康
ま
つ
り

街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

４
２
３
５
）　
▼
内
容
　
学
習
発
表
、

作
品
展
示
、
模
擬
店
、
地
域
の
方
々

と
の
ふ
れ
あ
い
交
流　
▼
問
　
同
校

☎
５
５
４
―
３
３
０
２

▼
日
時
　
10
月
19
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
30
分
（
入
場
は
午
後
3

時
ま
で
）　
▼
場
所
　
県
立
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
（
富
士
見
町
2
―
24
）　

▼
内
容
　
セ
ン
タ
ー
施
設
設
備
や
展

示
品
な
ど
の
公
開
。
ま
た
、
工
作
や

科
学
実
験
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

教
室
、
市
内
の
学
校
や
団
体
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
バ
ザ
ー
を
開
催
す

る
。　
▼
参
加
無
料
　
▼
問
　
同
セ

ン
タ
ー
☎
５
５
６
―
３
３
１
９

▼
日
時
　
10
月
13
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
2
時　
▼
場
所
　
行
田
中
央
総

合
病
院
駐
車
場
（
富
士
見
町
2
―
17

―
17
）　
▼
内
容
　
医
師
な
ど
に
よ

る
健
康
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
（
骨
密
度
、
血
管
年
齢
測

定
な
ど
）、
健
康
相
談
、
脚
力
検
査
、

屋
台
（
焼
き
そ
ば
、
う
ど
ん
な
ど
）、

抽
選
会
な
ど　

▼
問
　
同
病
院
☎

５
５
３
―
２
０
０
０

セ
ン
タ
ー
一
般
公
開

「
集
ま
れ
！
セ
ン
タ
ー
探
検
隊

 

〜
夢
は
き
っ
と
ワ
ク
ワ
ク
か
ら
は
じ
ま
る
〜
」

行
田
中
央
総
合
病
院

行
田
市
民
健
康
ま
つ
り
２
０
１
９

▼
展
示
期
間
　
10
月
31
日
㈭
〜
11
月

10
日
㈰　

▼
場
所
　
郷
土
博
物
館　

▼
展
示
菊
花
　
厚
物
、
管
物
、
福

助
、
ダ
ル
マ
、
懸
崖
な
ど　
▼
主
催
　

行
田
市
、
行
田
市
菊
花
連
絡
協
議
会　

▼
問
　
商
工
観
光
課
観
光
担
当
（
内

線
３
８
２
）

▼
日
時
　
10
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
4
時　
▼
場
所
　
テ

ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校

（
埼
玉
４
７
５
８
）　
▼
内
容
　
草

花
・
野
菜
・
園
芸
雑
貨
な
ど
の
販

売
、
作
品
展
示
、
体
験
教
室
な
ど　

▼
そ
の
他
　
北
鴻
巣
駅
東
口
お
よ

び
羽
生
駅
西
口
か
ら
無
料
送
迎
バ

ス
を
運
行
予
定　

▼
問
　
同
校
☎

０
１
２
０
―
４
２
８
７
３
９

▼
日
時
　
10
月
26
日
㈯
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
2
時
30
分　

▼
場
所
　

県
立
行
田
特
別
支
援
学
校
（
長
野

イ
ベ
ン
ト

第
45
回
行
田
市
菊
花
展

テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸

専
門
学
校
「
文
花
祭
」

行
田
特
別
支
援
学
校

文
化
祭「
ス
マ
イ
ル
ま
つ
り
」

▼
日
時
　
10
月
20
日
㈰
午
後
0
時

30
分
〜
3
時
（
正
午
か
ら
受
け
付

け
）　
▼
場
所
　
さ
つ
き
ホ
ー
ム
駐

車
場
（
荒
木
２
１
３
１
―
3
）
※
雨

天
時
は
荒
木
小
学
校
体
育
館　
▼
内

容
　
沖
縄
三
線
島
唄
ラ
イ
ブ
、
沖
縄

民
謡
、
伝
統
的
な
エ
イ
サ
ー
、
創
作

エ
イ
サ
ー
、
沖
縄
グ
ッ
ズ
の
販
売
、

ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
、
古
代
米
カ
レ
ー
の

販
売
他　
▼
定
員
　
80
人　
▼
参
加

無
料
　
▼
主
催
　
㈲
さ
つ
き
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス　
▼
後
援
　
行
田
市
観
光

協
会　
▼
問
　
㈲
さ
つ
き
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
高
橋
☎
０
９
０
―
２
２
３
４
―

９
７
０
４

▼
日
時
　
12
月
8
日
㈰
午
後
4
時
開

演
（
午
後
3
時
30
分
開
場
）　
▼
場

所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル　
▼
入

場
料
　
全
席
指
定
【
Ｓ
席
】
3
千
円

【
Ａ
席
】
2
千
５
０
０
円　
▼
主
催
　

明
治
大
学
校
友
会
行
田
地
域
支
部　

▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行

田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
行
田
さ
く

ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
行
田
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

▼
チ
ケ
ッ
ト
販

沖
縄
祭
り

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

行
田
チ
ャ
リ
テ
ィ
演
奏
会

売
　
10
月
1
日
㈫
か
ら
産
業
文
化
会

館
、
宮
脇
書
店
行
田
店
で
発
売　
▼

問
　
同
支
部
事
務
局
（
大
野
建
設
㈱

内
）
☎
５
５
３
―
０
１
０
０

▼
日
時
　
10
月
13
日
㈰
、
11
月
24
日

㈰
、
12
月
8
日
㈰
【
1
回
目
】
午
前

11
時
15
分
【
2
回
目
】
午
後
2
時
15

分　
▼
場
所
　
忍
城
址
※
雨
天
・
荒

天
の
場
合
ぶ
ら
っ
と
♪
ぎ
ょ
う
だ
店

内　
▼
出
演
　
潮
崎
ひ
ろ
の
、
地
元

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン　

▼
観
覧
無
料
　

▼
主
催
　
㈲
ポ
ッ
プ
企
画　

▼
問
　

同
社
☎
５
５
４
―
０
７
８
９

▼
日
時
　
10
月
18
日
㈮
午
前
10
時
〜

11
時
※
雨
天
中
止　
▼
場
所
　
大
長

寺
忍
川
側
あ
ず
ま
や
付
近　
▼
内
容
　

忍
川
栄
橋
か
ら
旭
橋
ま
で
の
６
０
０

メ
ー
ト
ル
区
間
の
ご
み
を
拾
い
、
環

境
美
化
活
動
を
行
う
。　
▼
そ
の
他
　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
長
靴
、
運
動

靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
軍
手
、
タ

オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
配
布
し
ま

す
。　
▼
問
　
行
田
市
民
大
学
同
窓

会
忍
川
環
境
を
見
守
る
会
小
林
☎

０
８
０
―
１
０
９
５
―
３
７
６
４

行
田
市
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使　

潮
崎
ひ
ろ
の
震
災
復
興
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ
♯
101
、
102
、
103

忍
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

　
6
月
26
日
〜
7
月
7
日
に
国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ

れ
た
「
第
39
回
日
本
教
育
書
道
藝
術
院
同
人
書
作
展
」

で
特
別
賞
を
受
賞
し
た
行
田
市
書
道
人
連
盟
会
員
の
田

中
惠
二
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
仕
事
に
追
わ
れ
る
日
々
を
送
っ
て
い
た
30
歳
の
と

き
、
何
か
一
つ
で
も
趣
味
を
持
っ
て
、
自
分
自
身
を
見

つ
め
直
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
め
た
の
が
書
道
で

し
た
。
そ
れ
か
ら
は
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
書
道
教
室

に
通
い
詰
め
、
わ
ず
か
2
年
で
書
道
師
範
の
資
格
を
取

得
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
杜
甫
や
李
白
の
漢
詩
な
ど
を

題
材
に
書
い
た
作
品
で
数
々
の
賞
を
取
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
既
存
の
作
品
を
書
き
写
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

決
し
て
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
新
た
な
光

が
見
え
始
め
た
の
は
、
6
年
前
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ

た
書
道
展
で
、
稲
荷
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
「
金
錯
銘

鉄
剣
」
に
刻
ま
れ
た
１
１
５
文
字
の
金き

ん
ぞ
う
が
ん

象
嵌
の
銘
文

を
書
き
、
北
海
道
知
事
賞
を
受
賞
し
た
と
き
で
し
た
。

「
作
品
を
見
た
お
客
さ
ん
が
行
田
市
に
興
味
を
持
っ
て

く
れ
た
り
、
市
内
の
友
人
か
ら
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
喜
ん
で
く
れ
た
り
し
ま
し
た
」
と
う
れ
し
そ

う
に
振
り
返
り
ま
す
。
そ
れ
以
降
、
行
田
市
に
関
す
る

も
の
や
見
た
人
の
感
性
に
訴
え
か
け
る
よ
う
な
作
品
を

書
く
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
今
回
、
展
覧
会
に
出
品
し
た
作
品
は
、
古
く

か
ら
付
き
合
い
が
あ
る
市
内
在
住
の
永
沼
規
美
雄
さ
ん

の
俳
句
百
選
を
書
に
表
し
た
も
の
。
行
田
市
の
歴
史
・

文
化
や
、
親
と
子
の
絆
な
ど
愛
情
の
こ
も
っ
た
内
容
の

俳
句
を
田
中
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
休
憩
も
取
ら
ず
、
一
句

一
句
5
時
間
掛
け
て
書
き
上
げ
ま
し
た
。
書
道
を
す
る

上
で
の
心
構
え
と
し
て
、
田
中
さ
ん
は
「
字
が
下
手
で

も
い
い
の
で
す
。
自
分
の
字
で
、
題
材
の
情
景
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
素
直
に
楽
し
く
書
く
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
書
道
で
使
用
す
る
筆
は
、
人
間
の
心
と
同
じ
よ
う

に
不
安
定
な
も
の
で
す
。
細
く
も
太
く
も
自
由
な
線
が

書
け
ま
す
。
不
安
定
な
筆
で
も
そ
の
本
人
し
か
書
け
な

い
文
字
と
な
り
、
個
性
あ
る
作
品
と
な
る
最
高
の
芸
術

だ
と
思
い
ま
す
」
と
書
道
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
く

れ
た
田
中
さ
ん
。
次
の
書
道
展
に
向
け
、
す
で
に
構
想

を
練
っ
て
い
る
そ
う
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
人

に
書
道
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

第
39
回
日
本
教
育
書
道
藝
術
院

 

同
人
書
作
展
で
特
別
賞

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

田
中 

惠
二 

さ
ん
（
富
士
見
町
・
69
歳
）


